
近年の外国での記憶から：承前(以前からの続きを) 40数年前に訪問･滞在の オマーン再訪
11期 長岡 正利

本誌・昨年号までに続いて、今回も、近年の外国での写真等を中心に紹介させて頂きます。異例な版組みですが、

今回のオマーンについては、その輝かしい歴史と人々、自然について、まず、30年前の小稿２頁をご覧

下さい。 (次頁とも､古今書院の月刊『地理』1995.9月増刊『世界の山やま／ｱｼﾞｱ･ｱﾌﾘｶ｡ｵｾｱﾆｱ編』長岡稿の転載｡)



40年程前(20歳台後半)に、JICA(当時､｢国際協力事業団｣)の仕事で、アラビア半島東端のオマーン国に

５回行ったのですが、既に77歳となった小生、行けるうちに今一度、同国を見んものと、今年２月に40数

年ぶりに出かけて来ました。当時は、国を開いて10年。新しい国王(スルタン)のもとで、明治の日本を想

わせるような、気概に満ちた国でした。かつては、家長は腰に短剱を佩して颯爽と(3頁目に)。今、その

様な姿の人を見かけることはさすがにありませんでした。その自然は、当時も今も、街を離れれば、どこ

までも続く沙漠と、碧空の下の山々。大きな砂丘や山歩きもしつつ、彼の地の自然を堪能して参りました。



今回の旅は、「西遊旅行｣社企画のツアーです。

行程内容は、首都マスカット周辺と湾岸沿いに連な

る山地。内陸沙漠です。地域の概況は、前２ページ

に述べたとおりですので、それをご覧頂けた前提

で、以下、掲出写真に沿ってのご説明を。

なお、これまでの小稿では、今回同様の連載につい

て、副題に通し番号を附しておりました。2022年版で

は、｢その14｣として、ﾛｼｱ･ｶﾑﾁｬｯｶへのｸﾙｰｽﾞ船添乗講師

の旅。2023年版では番号無し２編でしたが、中国貴州

省招待撮影行が｢15｣。ﾈﾊﾟｰﾙ大地震関連のﾗﾝﾀﾝ谷行きが

｢16｣。今回、本号のオマーンが｢17｣となります。

上写真は、オマーンの首都･マスカットMuscatに近い空港到着の直前。40数年前（以下､本稿では｢昔｣

と表記）には砂礫原であった地が、見事な住宅地に変貌。国際空港から、旧王宮のあるマスカットとその

手前の繁華街マトラMutrahに至る前には、高貴な乳香Frankincenseを焚く香炉のような建造物なども。

右上の２枚は、昔から既に４車線で、英国の保護国(同盟関係の)時代を想わせる、瀟洒な海岸通り。

昔は、一旦入り込んでしまうと迷路であったマトラ･スーク(市場)は、整然と区画整理された市街地の

市場となって、もう迷う心配はなく、賑やかな夜の街を人々がそぞろ歩き。中央上は昔(カブース国王時

代；次ページ詳述)の王宮で、この一帯では威厳の中にも親しみの景観。右は、綺麗に公園化された現在。

現･王宮のことは次ページで写真紹介しますが、今見えるのは道路沿いの、外壁のみ。

昔、マトラ海岸に放置されていた巨大なダウ船。当時聞いた話しでは、「200年前に､この船で渡洋航海

して､米国へ大使を送った｡」との由。17～19世紀にはインド洋全域を商圏とし、東

アフリカ沿岸のザンジバルを勢力下に置いたオマーンのダウ船ですが、今は、観光船

(右写真)としての活躍だけ。昔は、海岸には青銅製の大砲(大筒)が散乱。この沖で難

破した交易船のものか？ 昔(上中央写真)も今も、海産物は豊かで、見事なクロマグ

ロも。かつては露天取引だったその地に、今は、大勢で賑わう立派な市場が完成。

オマーン国国旗

ツアｰ行程(西遊旅行)

周辺の国々､赤字国名は首長Sultan国(Web｢世界史の窓｣より了承転載)



マスカットから南西170km程の古都･ニズワNizwa(かつてイマームが治め､スルタンとは対立) への

経路途上で。その西側には造山運動(プレート衝突)により隆起したハジャールHajar山脈（写真の辺りで

は石灰岩)が続き、山麓には陽に焼けたオフィオライトが分布する。それは、上記プレート衝突に先立っ

て、上部マントルが衝上してきたもの(サマイルナッペ Samail Nappe)である。山麓礫原には化石に見紛

う石灰岩礫があるが、実は、夜の結露が礫表面を流下しつつ溶蝕した線状の跡｡（私考､2万年程？かけて)

上写真は、昔のニズワ。前方に、上で紹介の城砦が。当時でも、腰に剱を佩する人は既に小数だった。

山岳地域のミスファMisfat al-Abriyynでのご夫婦。今は、この様な姿が普通で、多くはないが女性も普

段から外出。聚落内のデーツ(ナツメ椰子)林には、潅漑用の水路Faraj(地下導水部もあり)がある。

上右写真は、最高峰 Jabal Shams(ca.3018m)を望見する展望地。翌日の雨で、登頂はならず。

上は、昔の沙漠の人で、目標地が見えなくとも確実に歩を。今はGPS車で。砂丘を廻り込んで、砂丘の

間にテント泊。午後になると風が出て、細かな飛砂が。右は遙かな砂丘地への落日。気温は急に低下。

www.kinki.kuwv.org/glut/20240212 をご覧に。11期･加藤様制作による、砂丘からの全周眺望が愉しめます。

1970年に即位し、国民に敬愛されつつ、オマーン国を繁栄に導いた国王(スルタン)カブース

Qaboos bin Said 殿下でしたが、2020年1月に崩御(病没)なされた。左上写真がその若き日｡(JICA調査団

として拝領）かつての王宮は前ページ紹介のように広く公園化されて、国民の憩いの場に(左上次写真)。

現国王には、遺された遺言開封で、いとこのハイサムHaitham bin Tariq 氏が即位された。

右上が現国王を描いたバネル(ﾏﾄﾗﾎﾃﾙ･ﾌﾛﾝﾄで)。右は、その禅譲図(想像図､同ﾎﾃﾙで｡)

現王室所蔵の巨大外航船と、新王宮を囲む長大な塀。

拙稿は、従来同様に、ご了解を頂いての、写真沢山で構成しております。

写真は､Web上で、各ページを A3でご覧頂くことを前提の解像度です。

40数年を隔てての写真紹介が多く､説明が細分化されたことをお詫びします。

古都･ニズワの城塞と､昔の塔屋内部｡今は観光客用の安全策が。

城砦入口の受付嬢


